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以下「災害 FM」という略称を使用する 4）。 
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10. 災害 FM局の寿命と CFM局経営の課題 
3.11以降、岩手県内 7市町に 8局が設けられた
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望する～臨時災害放送局の長期化と避難情報
伝達手段の多様化を踏まえて～」NHK放送研究
と調査2012年3月号掲載。 
http://www.nhk.or.jp/bunken/summary/resea 
rch/report/2012_03/20120303.pdf?fbclid=IwA
R3LLACS_yOnrWmxfk4sco7RA7-Yk44KLGi
lhdpwd437I8xyVtquy05u_6s 
そのほか東北管内の災害 FMの一覧。 
http://www.soumu.go.jp/main_content/0005 
43164.pdf 
7）宮古市に免許された宮古災害 FMと宮古田老災
害 FMの2局は、放送内容が同一であり、後者
は実質的な中継局であるが、免許上、親局 2
つとカウントされた。また、大船渡災害 FMに
一時期設けられた陸前高田向け中継局、および
釜石災害FMに後年に設けられた同市内の鵜住
居、唐丹、大橋の 3 つの中継局は局数にカウ
ントしていない。 
8）前掲3参照。 
9） IBC岩手放送編「3.11東日本大震災の放送記
録」93～94頁。「その時、ラジオだけが聴こ
えていた～IBC岩手放送3.11震災の記録～」
竹書房70～75頁。 
10）現在は IP サイマルラジオサービス「radiko
（ラジコ）」のタイムシフト機能により放送番
組の聞き逃しを補うサービスも提供されてい
る。 
11）Yahoo!検索スタッフブログ「東日本大震災で
被災地の人は何を検索したのか」 
http://searchblog.yahoo.co.jp/2011/09/post_
125.html 
12）エフエム岩手の宮川康一専務取締役からの聞
き取り。 
13）震災5年を機に発刊された飛鳥あると著「ゴ
ーガイ！岩手チャグチャグ新聞社 明日へ」
講談社コミックスの題材として紹介されて
いる。 
14）電話での口頭による免許申請とそれに応じた
許可。 
15）えふえむ花巻（エフエムワン）の落合昭彦放
送局長からの聞き取り。 
16）奥州エフエムの佐藤孝之放送局長（現・常務
取締役）からの聞き取り。 
17）免許人は自治体であるが、放送局の実際の運
営は多くは NPOなどに委託している。 
18）宮古災害FMは電波が届きにくい田老地区（旧
田老町）に宮古田老災害 FM を開設し、同一
の番組プログラムを放送していた。免許上は
2 つの局にカウントされるが、運営主体は 1
つであった。 
19）資金については日本財団や資生堂、パナソニ
ックなどが、電波技術についてはNPO法人BHN
テレコム支援協議会が、番組作りのノウハウ
については阪神淡路大震災の経験を持つ兵
庫県神戸市の CFM局「エフエムわいわい」が
提供した。 
20）大槌災害 FM が開局に至った経緯、開局が遅
れた経緯については、災害とコミュニティラ
ジオ研究会編「小さなラジオ局とコミュニテ
ィの再生」大隅書店が詳しい。102～110頁。 
21）前掲6参照。 
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